
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

○

平

成

二

十

九

年

度

岡

山

県

警

察

行

政

職

員

Ａ

採

〃

用

試

験

の

実

施

目

次

担

当

課

（

室

）

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

公

職

選

挙

法

等

執

行

規

程

の

一

部

改

正

選

挙

管

理

委

員

会

【

告

示

】

○

公

職

選

挙

法

事

務

取

扱

規

程

の

一

部

改

正

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

に

係

る

事

項

の

変

更

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

【

公

告

】

○

政

治

活

動

の

た

め

に

寄

附

を

受

け

、

又

は

支

出

〃

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

っ

た

政

治

団

体

申

請

【

公

安

委

員

会

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

情

報

政

策

課

○

猟

銃

等

講

習

会

の

開

催

生

活

安

全

企

画

課

○

土

地

区

画

整

理

事

業

の

換

地

処

分

を

行

っ

た

旨

都

市

計

画

課

○

年

少

射

撃

資

格

講

習

会

の

開

催

〃

の

届

出

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

○

水

産

動

物

の

採

捕

の

禁

止

の

指

示

海

区

漁

業

調

整

委

員

の

完

了

会

○

〃

〃

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

人

事

委

員

会

】

○

平

成

二

十

九

年

度

岡

山

県

職

員

Ａ

採

用

試

験

の

人

事

委

員

会

実

施 岡

山

県

公

報

平成２９年４月２８日 第１１８８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

久
米
薬
局

津
山
市
宮
尾
二
五
三－

五

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関

名

称

変
更
事
項

変
更
前

変
更
後

変
更
年
月
日

立
脇
薬
局

医
療
機
関
の
名
称

立
脇
薬
局

エ
ス
マ
イ
ル
薬
局
立
脇
店

平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日

や
か
げ
薬
局

医
療
機
関
の
名
称

や
か
げ
薬
局

エ
ス
マ
イ
ル
薬
局
や
か
げ
店

平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

総
社
市
種
井
字
ヒ
ノ
ク
チ
一
六
七
七
の
一
、
一
六
七
七
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
総
社
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。
）
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
西
字
寺
谷
八
九
四
の
三
、
八
九
四
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

鏡
野
町

二

事
業
の
種
類

大
野
学
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
円
宗
寺
字
宮
重
地
内

２

使
用
の
部
分

岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
円
宗
寺
字
宮
重
地
内

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

大
野
学
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第

三
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
「
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
よ
る
社
会

福
祉
事
業
」
に
該
当
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断

さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
鏡
野
町
は
、
本
件
事
業
を
鏡
野
町
第
二
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
「
こ

こ
ろ
あ
た
た
か
い
福
祉
の
里
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
本
件
事
業
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
も
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
充
分
な

意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
施
設
が
狭
小
の
た
め
、
利

（１）
用
希
望
児
童
の
受
入
れ
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
大
野
学
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
築
移
転
す

る
こ
と
か
ら
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し
た
施

設
、
設
備
等
へ
の
対
応
や
放
課
後
の
児
童
の
安
全
の
確
保
及
び
健
全
育
成
並
び
に
保
護
者
の
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
相
当
の
寄
与
が
見
込
ま
れ
る
。
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ま
た
、
本
件
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
①
小
学
校
に
近
接
し
、
児
童
が
移
動
し
や
す
い
こ
と
、

②
施
設
面
積
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
③
周
辺
の
生
活
環
境
に
影
響
が
少
な
い
こ
と
、
④
事
業
費

が
軽
減
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
複
数
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
適
と

な
る
案
を
採
用
し
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法
（
平

（２）
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
並

び
に
起
業
地
及
び
起
業
地
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
か
ら
保
護
の
た
め
特
別
の
処
置
を
講
ず
べ
き

動
植
物
、
文
化
財
等
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利

益
は
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と

で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本

（３）

（１）

（２）

件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
か
ら
そ
の
実
現
に
対
す
る
要
望
が
強
く
、
早
急
に
施
行
さ
れ
る

べ
き
事
業
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供

さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
に
つ
い
て
も
合
理
的
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る

と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

鏡
野
町
保
健
福
祉
課
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〔
一
四
〇
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
れ
あ
い
の
丘
ゆ
う
あ
い

三

代
表
者
の
氏
名

織
田

憲
二

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
紫
保
井
九
〇
四
番
地
の
五

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
知
的
障
害
者
（
児
）
に
対
し
て
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
え
る
場
と
機
会
を
用
意
し
、
そ

こ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
成
長
と
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
家
族
支
援
、
介
護
支
援
の
事
業

を
行
い
、
知
的
障
害
者
（
児
）
本
人
及
び
家
族
、
養
育
者
の
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項
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〔
一
四
一
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
件
名

平
成
二
十
九
年
度
鳥
取
・
岡
山
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
運
用
保
守
業
務

二

契
約
期
間

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

鳥
取
・
岡
山
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
業
務
実
施
共
同
企
業
体

岡
山
市
北
区
大
内
田
六
七
五
番
地

六

契
約
金
額

一
〇
七
、
七
七
〇
、
一
七
六
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
七
、
九
八
二
、
九
七

六
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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〔
一
四
二
〕
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
、
赤
磐
市
河
本
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
次
の
と
お
り
換
地
処
分
を
行
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

赤
磐
市
河
本
土
地
区
画
整
理
事
業

二

換
地
処
分
の
内
容

平
成
二
十
九
年
三
月
十
三
日
付
け
岡
山
県
指
令
都
計
第
十
八
号
で
認
可
し
た
換
地
計
画
の
と
お
り

三

換
地
処
分
の
年
月
日

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
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〔
一
四
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
福
井
字
重
安
一
一
八－

一

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

総
社
市
井
尻
野
一
六
六
一－

一

株
式
会
社
総
社
不
動
産
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

青
江

邦
朗

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
五
号
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〔
一
四
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
中
央
五
丁
目
一
一－

一
〇
三

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
四
丁
目
六－

一
〇
五

平
田

棟
一

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
二
二
号

平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号



〔
一
四
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
福
井
字
重
安
一
一
八－

一

二

公
共
施
設
の
種
類

道
路

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る
。
）

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

総
社
市
井
尻
野
一
六
六
一－

一

株
式
会
社
総
社
不
動
産
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

青
江

邦
朗

五

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
五
号
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
二
号

平
成
二
十
九
年
度
岡
山
県
職
員
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日岡

山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試
験
区
分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

行

政

五
十
二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
、
教
育
委
員
会
（
教
育
庁
、

県
立
学
校
等
）
等
に
お
い
て
、
一
般
行
政
事
務
に
従
事
す
る
。

化

学

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
環
境
等
に
関
す

る
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

衛

生

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
食
品
衛
生
及
び

環
境
衛
生
の
監
視
、
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

農

業

十
三
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
、
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
等
）

に
お
い
て
、
農
作
物
の
生
産
振
興
、
農
業
に
関
す
る
知
識
技
術

の
普
及
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

土

木

十
四
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
道
路
、
河
川
、

港
湾
、
都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管

理
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

農
業
土
木

六
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
農
地
農
村
整
備

事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の
専
門
的
業
務
に

従
事
す
る
。

畜

産

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
家
畜
及
び
畜
産
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物
の
生
産
振
興
、
畜
産
に
関
す
る
知
識
技
術
の
普
及
指
導
等
の

専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

林

業

四
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
治
山
事
業
等
に

関
す
る
企
画
、
設
計
及
び
施
工
管
理
、
林
業
に
関
す
る
知
識
技

術
の
普
及
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

建

築

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
建
築
、
住
宅
、

都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の

専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

電

気

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
出
先
事
務
所
等
）
又
は
企
業
局
（
本
局
、

発
電
総
合
管
理
事
務
所
、
工
業
用
水
道
事
務
所
等
）
に
お
い
て
、

電
気
設
備
、
通
信
設
備
等
に
関
す
る
企
画
、
設
計
及
び
施
工
管

理
、
電
気
設
備
、
通
信
設
備
等
の
運
転
及
び
保
守
管
理
等
の
専

門
的
業
務
に
従
事
す
る
。
な
お
、
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
は
、
深

夜
勤
務
、
交
替
制
勤
務
等
の
変
則
的
な
勤
務
を
伴
う
場
合
が
あ

る
。

二

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(1)

平
成
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(2)
ア

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）

を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

イ

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
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該
当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験

(1)

試
験
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

専
門
試
験

(2)

試
験
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
出
題
分
野
か
ら
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

試
験
区
分

出

題

分

野

行

政

政
治
学
、
行
政
学
、
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、
刑
法
、
労
働
法
、
経
済
学
、
財
政

学
、
社
会
政
策
、
国
際
関
係
等

化

学

数
学
・
物
理
、
物
理
化
学
、
分
析
化
学
、
無
機
化
学
・
無
機
工
業
化
学
、
有
機
化

学
・
有
機
工
業
化
学
、
化
学
工
学
等

衛

生

公
衆
衛
生
看
護
学
、
水
産
利
用
学
、
応
用
微
生
物
学
、
畜
産
一
般
、
食
品
科
学
、

物
理
・
化
学
・
生
物
、
衛
生
、
分
析
化
学
、
無
機
化
学
、
有
機
化
学
等

農

業

栽
培
学
汎
論
、
作
物
学
、
園
芸
学
、
育
種
遺
伝
学
、
植
物
病
理
学
、
昆
虫
学
、
土

壌
肥
料
学
、
植
物
生
理
学
、
畜
産
一
般
、
農
業
経
済
一
般
等

土

木

数
学
・
物
理
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
土
質
工
学
、
測
量
、
都
市
計
画
、
土
木
計

画
、
材
料
・
施
工
等

農
業
土
木

数
学
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
測
量
、
土
壌
物
理
、
農
業
水
利
・
土
地
改
良
・
農

村
環
境
整
備
、
農
業
土
木
構
造
物
、
材
料
・
施
工
、
農
業
機
械
、
農
学
一
般
等
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畜

産

家
畜
育
種
学
、
家
畜
繁
殖
学
、
家
畜
生
理
学
、
家
畜
飼
養
学
、
家
畜
栄
養
学
、
飼

料
学
、
家
畜
管
理
学
、
畜
産
物
利
用
学
、
畜
産
経
営
一
般
等

林

業

森
林
政
策
・
森
林
経
営
学
、
造
林
学
（
森
林
生
態
学
及
び
森
林
保
護
学
を
含
む
。
）
、

林
業
工
学
、
林
産
一
般
、
砂
防
工
学
等

建

築

数
学
・
物
理
、
構
造
力
学
、
材
料
学
、
環
境
原
論
、
建
築
史
、
建
築
構
造
、
建
築

計
画
、
都
市
計
画
、
建
築
設
備
、
建
築
施
工
等

電

気

数
学
・
物
理
、
電
磁
気
学
・
電
気
回
路
、
電
気
計
測
・
制
御
、
電
気
機
器
・
電
力

工
学
、
電
子
工
学
、
情
報
・
通
信
工
学
等

適
性
検
査

(3)

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

論
文
試
験

(1)

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記
述
試
験
を
行
う
。

口
述
試
験

(2)

第
一
次
個
別
面
接
、
第
二
次
個
別
面
接
及
び
集
団
討
論
に
よ
り
行
う
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日

岡
山
会
場

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

（
日
曜
日
）

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
工
学
部
一
号
館
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岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
工
学
部
五
号
館

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
棟

東
京
会
場

東
京
都
港
区
白
金
台
一
丁
目
二
番
三
七
号

明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

２

第
二
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日
（
土
曜
日
）

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

岡
山
県
庁
分
庁
舎

平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
日
（
日
曜
日
）
か

ら
同
年
八
月
五
日
（
土
曜
日
）
ま
で
の
う
ち

一
日
（
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、

直
接
通
知
す
る
。
）

平
成
二
十
九
年
八
月
十
七
日
（
木
曜
日
）
か

ら
同
月
二
十
三
日
（
水
曜
日
）
ま
で
の
う
ち

一
日
（
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、

直
接
通
知
す
る
。
）

五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。
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区

分

発

表

の

期

日

内

容

第

一

次

試

験

平
成
二
十
九
年
七
月
十
二
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

二

次

試

験

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
試
験
区
分
ご
と
に
成
績
順
に
採
用
候
補

(1)
者
名
簿
に
登
載
す
る
。

採
用
者
は
、
任
命
権
者
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿

(2)
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命
権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則

と
し
て
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与平

成
二
十
九
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
一
九
一
、
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
岡
山

市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号
岡
山
県
庁
分
庁
舎
二
階
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
験
申
込
書
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
五
月
二
十
五
日
（
木

曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時

十
五
分
ま
で
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
（
金
曜
日
）
か
ら

同
年
五
月
十
八
日
（
木
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け
付

け
る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。
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２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便

で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま

た
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

４

六
１

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む
。
）
に
虚
偽

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。

平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
三
号

平
成
二
十
九
年
度
岡
山
県
警
察
行
政
職
員
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日岡

山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試

験

区

分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

警
察
行
政
職
員
Ａ

二
名

警
察
本
部
、
警
察
署
等
に
お
い
て
、
予
算
・
経
理
、
庶

務
、
統
計
、
警
察
施
設
の
維
持
管
理
、
交
通
管
制
、
運

転
免
許
事
務
、
犯
罪
捜
査
の
支
援
等
の
警
察
運
営
に
必

要
な
様
々
な
業
務
に
従
事
す
る
。

二

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(1)

平
成
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

(2)
ア

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）

を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

イ

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
該
当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験

(1)
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大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

論
文
試
験

(2)

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記
述
試
験
を
行
う
。

適
性
検
査

(3)

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験

集
団
面
接
及
び
個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日

岡
山
会
場

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

（
日
曜
日
）

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
棟

東
京
会
場

東
京
都
港
区
白
金
台
一
丁
目
二
番
三
七
号

明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

２

第
二
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
九
年
八
月
十
日
（
木
曜
日
）
及
び

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

同
月
十
一
日
（
金
曜
日
）
の
う
ち
一
日
（
第

岡
山
県
庁
分
庁
舎

一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、
直
接
通
知

す
る
。
）
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五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容

第

一

次

試

験

平
成
二
十
九
年
七
月
十
二
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

二

次

試

験

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
成
績
順
に
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
す

(1)
る
。採

用
者
は
、
任
命
権
者
（
岡
山
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
の
請
求
に
応

(2)
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命

権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則
と
し
て
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与平

成
二
十
九
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
一
九
一
、
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
（
岡

山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
験
申
込
書
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
五
月
二
十
五
日
（
木

曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時

十
五
分
ま
で
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。
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３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
（
金
曜
日
）
か
ら

同
年
五
月
十
八
日
（
木
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け
付

け
る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
、
県
内
各
警
察
署
、
岡
山

県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま
た
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

４

六
１

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む
。
）
に
虚
偽

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
三
号

公
職
選
挙
法
等
執
行
規
程
（
平
成
八
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
係
る
投
票
所
内
」
の
下
に
「
（
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
通
投
票
所
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
投
票
所
内
及
び
共
通
投
票
所
内
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
第
百
七
十
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
四
十
一
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
中
「
き
損
」
を
「
毀
損
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
中
「
前
条
」
を
「
審
査
法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
前
条
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
刷
込
式
」
を
「
刷
込
み
式
」
に
改
め
る
。

様
式
第
九
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
の
規
定
中
「第

1
3
2条

」
の
次
に
「

第
4
1条

の
２

第
５

項
の

規
定

に
よ

り
読

み
替

え
て

適
用

さ
れ

る
同

法
第

1
3
2条

」
を
加
え
る
。

，

様
式
第
四
十
号
中
「投

票
所

内

」
の
次
に
「及

び
共

通
投

票
所

内
」
を
加
え
る
。

様
式
第
七
十
号
備
考
中
「２

氏
名

（ふ
り

が
な

を
含

む

。

）及
び

裁
判

官
任

命
年

月
日

は
県

委
員

会
か

ら
の

通
知

書
に

記
載

さ
れ

た
と

お
り

と
す

る
こ

と

。

」
を

，

「２
氏

名

（ふ
り

が
な

を
含

む

。

）及
び

裁
判

官
任

命
年

月
日

は
県

委
員

会
か

ら
の

通
知

書
に

記
載

さ
れ

た
と

お
り

と
す

る
こ

と

。

，

３
審

査
に

付
さ

れ
る

裁
判

官
の

中
に

氏
名

及
び

裁
判

官
任

命
年

月
日

が
同

一
で

あ
る

者
が

２
人

以
上

あ
る

場
合

に
お

い
て

当
該

氏
，

に
改
め
る
。

名
及

び
裁

判
官

任
命

年
月

日
が

同
一

で
あ

る
者

を
区

別
す

る
に

足
り

る
事

項
と

し
て

中
央

選
挙

管
理

会
が

定
め

る
事

項
が

あ
る

と
き

は
こ

れ
を

記
載

す
る

こ
と

。

」

，

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
四
号

公
職
選
挙
法
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

目
次
中
「
第
十
六
条
―
第
三
十
三
条
」
を
「
第
十
六
条
―
第
三
十
三
条
の
三
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
二
―
第
三
十
三
条
の
十
三
」
を
「
第
三
十
三
条
の
四
―
第
三
十
三
条
の
十
五
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
指
定
在
外
選
挙
投
票
区
等
の
指
定
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
つ
て
期
日
前
投
票
所
の
」
を
「
令
第
六
十
五
条
の
十
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
期
日
前
投
票
所
又
は
共
通
投
票
所
の
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
八
条
中
「
か
ぎ
」
を
「
鍵
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

県
委
員
会
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
繰
延
投
票
を
行
う
旨
の
告
示
を
す
る
と
き
は
様
式
第
三
十
九
号
に
、
繰
延
投
票
の
期
日
の
告
示
を
す
る
と
き
は
様
式
第
三
十
九
号
の
二
に
そ
れ
ぞ
れ
準
じ

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
委
員
会
は
、
令
第
四
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
繰
延
投
票
を
行
う
旨
の
通
知
を
す
る
と
き
は
様
式
第
三
十
九
号
の
三
に
、
繰
延
投
票
の
期
日
を
通
知
す
る
と
き
は
様
式
第
四
十
号
に
そ

れ
ぞ
れ
準
じ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
の
十
三
中
「
、
第
二
十
条
第
三
項
」
を
削
り
、「
及
び
第
二
十
六
条
中
」
を
「
並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
」
に
、
「
、「
法
」
を
「
「
法
」
に
、「
読
み
替
え
る
」
を
「
、
同
条
第
二
項

中
「
令
第
四
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
九
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第
四
十
二
条
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
投
票
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
の
期
日

前
投
票
所
の
投
票
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
の
十
五
と
し
、
第
三
十
三
条
の
十
二
を
第
三
十
三
条
の
十
四
と
し
、
第
三
十
三
条
の
十
一
を
第
三
十
三
条
の
十
三
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
五
項
」
に
、
「
様
式
第
四
十
号
の
十
一
」
を
「
様
式
第
四
十
号
の
十
五
」
に
、
「
様
式
第
四
十
号
の
十
二
」
を
「
様
式
第
四

十
号
の
十
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
の
十
二
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
九
中
「
か
ぎ
」
を
「
鍵
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
の
十
一
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
八
中
「
第
四
十
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第
四
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
の
十
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
又
は
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

市
町
村
委
員
会
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
期
日
前
投
票
所
を
開
か
ず
、
又
は
閉
じ
る
旨
の
告
示
を
す
る
と
き
は
様
式
第
四
十
号
の
十
一
に
、
当
該
期
日
前
投
票
所
を
開
く
旨
の
告
示
を
す

る
と
き
は
様
式
第
四
十
号
の
十
二
に
そ
れ
ぞ
れ
準
じ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号



５

市
町
村
委
員
会
は
、
令
第
四
十
九
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
期
日
前
投
票
所
を
開
か
ず
、
又
は
閉
じ
る
旨
の
通
知
を
す
る
と
き
は
様
式
第
四
十
号
の
十
三
に
、
当
該
期
日
前
投
票
所
を
開
く
旨
の
通
知
を
す
る
と
き

は
様
式
第
四
十
号
の
十
四
に
そ
れ
ぞ
れ
準
じ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
の
七
条
を
第
三
十
三
条
の
九
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
六
中
「
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
の
八
と
し
、
第
三
十
三
条
の
五
を
第
三
十
三
条
の
七
と
し
、
第
三
十
三
条
の
四
を
第
三
十
三

条
の
六
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
の
五
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
五
項
」
に
、
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第
二
十
四
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
の
四
と
し
、
第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
共
通
投
票
所
を
設
け
る
場
合
の
関
係
規
定
の
適
用
等
）

第
三
十
三
条
の
二

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
通
投
票
所
を
設
け
る
場
合
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項

法
第
三
十
七
条
第
二
項
及
び
令
第

法
第
四
十
一
条
の
二
第
五
項
の
規

二
十
四
条
第
一
項

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
三
十
七
条
第
二
項
及
び
令

第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第
二

十
四
条
第
一
項

第
十
六
条
第
二
項

令
第
二
十
五
条

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

二
十
五
条

第
十
七
条
第
一
項

法
第
三
十
八
条
第
一
項

法
第
四
十
一
条
の
二
第
五
項
の
規

及
び
第
二
項

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
三
十
八
条
第
一
項

第
十
七
条
第
三
項

令
第
二
十
七
条

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

二
十
七
条

第
十
八
条

令
第
三
十
四
条

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
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り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

三
十
四
条

第
二
十
条
第
一
項

投
票
所

投
票
所
及
び
共
通
投
票
所

及
び
第
二
項

第
二
十
一
条

令
第
三
十
一
条

令
第
三
十
一
条
第
一
項

到
着
番
号
札
は

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
到

着
番
号
札
は

第
二
十
三
条
第
一

を
す
る
と
き

を
す
る
と
き
又
は
法
第
四
十
一
条

項

の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
さ
れ
る
法
第
四
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
通
投

票
所
の
告
示
を
す
る
と
き

第
二
十
三
条
第
二

を
す
る
と
き

を
す
る
と
き
又
は
法
第
四
十
一
条

項

の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
さ
れ
る
法
第
四
十
一

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
通
投

票
所
を
変
更
し
た
旨
の
告
示
を
す

る
と
き

第
二
十
六
条
第
二

令
第
四
十
二
条

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

項

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

四
十
二
条

第
二
十
七
条

令
第
四
十
条
第
一
項

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

四
十
条
第
一
項

第
二
十
八
条

令
第
四
十
三
条

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

四
十
三
条
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投
票
区
名

投
票
区
名
（
共
通
投
票
所
に
あ
つ

て
は
、当
該
共
通
投
票
所
の
名
称
）

第
二
十
九
条
第
二

投
票
所

投
票
所
又
は
共
通
投
票
所

項

２

第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
共
通
投
票
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
四
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
準
用
さ
れ
る
法
第
四
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
、「
様
式
第
二
十
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
二
十
四
号
の
二
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
四
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
一
条
の
二
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
法
第
四
十
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
共
通
投
票
所
を
開
か
ず
、
又
は
閉
じ
る
場
合
の
告
示
等
）

第
三
十
三
条
の
三

市
町
村
委
員
会
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
共
通
投
票
所
を
開
か
ず
、
又
は
閉
じ
る
旨
の
告
示
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
八
号
の
二
に
準
じ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
委
員
会
は
、
令
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
共
通
投
票
所
の
投
票
管
理
者
及
び
関
係
の
あ
る
開
票
管
理
者
に
通
知
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
八
号
の
三
に
準
じ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
委
員
会
は
、
第
一
項
の
告
示
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
写
し
を
添
え
て
県
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
一
条
中
「
か
ぎ
」
を
「
鍵
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
中
「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
中
「
か
ぎ
」
を
「
鍵
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
号
の
五
中
「
（指

定
期

日
前

投
票

所

」
の
次
に
「
（指

定
共

通
投

票
所

）
」
を
加
え
、「
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
九
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、「
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第

「

四
十
九
条
の
二
第
三
項
）」
を
、「
と
お
り
指
定
期
日
前
投
票
所
」
の
下
に
「
（
指
定
共
通
投
票
所
）」
を
加
え
、

指
定
期
日
前
投
票
所

期
日
前
投
票
所

を
」

「

指
定
期
日
前
投
票
所

期
日
前
投
票
所

に
改
め
る
。

（
指
定
共
通
投
票
所
）

（
共
通
投
票
所
）

」

様
式
第
十
三
号
及
び
様
式
第
十
四
号
中
「投

票
区

」
の
次
に
「
（共

通
投

票
所

）
」
を
加
え
る
。

「

「

投

票

区

名

様
式
第
十
五
号
中
「
各
投
票
区
」
を
「
各
投
票
区
（
共
通
投
票
所
）」
に
、

投

票

区

名

を

に
改
め
る
。

（
共
通
投
票
所
名
）
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」

」

様
式
第
十
六
号
及
び
様
式
第
十
七
号
中
「投

票
区

」
の
次
に
「
（共

通
投

票
所

）
」
を
加
え
る
。

様
式
第
十
八
号
中
「第

3
3条

の
３

」
を
「第

3
3条

の
５

」
に
改
め
、「投

票
区

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

」
を
、「投
票

所

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

」
を
加
え
る
。

，
，

様
式
第
十
九
号
中
「投

票
区

」
の
次
に
「
（共

通
投

票
所

）」
を
、「第

2
7条

」
の
次
に
「
（第

4
8条

の
３

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用
さ

れ
る

同
令

第
2
7条

）」
を
加
え
る
。

様
式
第
二
十
号
中
「第

33条
の

４

」
を
「第

3
3条

の
６

」
に
改
め
、「投

票
所

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

」
を
加
え
る
。

，

様
式
第
二
十
一
号
中
「投

票
所

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

」
を
加
え
、「第

3
3条

の
５

」
を
「第

3
3条

の
７

」
に
改
め
る
。

，

様
式
第
二
十
二
号
中
「投

票
所

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

」
を
加
え
、「第

3
3条

の
５

」
を
「第

3
3条

の
７

」
に
改
め
、「
投
票
所
（
」
の
下
に
「
共
通
投
票
所
、」
を
加
え
る
。

，

様
式
第
二
十
三
号
中
「

投
票

所
到

着
番

号
第

」
を
「

投
票

所

（共
通

投
票

所

）到
着

番
号

第

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
四
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様式第24号の２（共通投票所の開閉時刻の繰上（繰下）届出書）（第33条の２関係）

第 号

年 月 日

岡山県選挙管理委員会委員長 殿

市区町村選挙管理委員会委員長 印

共通投票所の開閉時刻の繰上げ（繰下げ）について（届出）

公職選挙法（昭和25年法律第100号）第41条の２第６項の規定により読み替えて準

用される同法第40条第１項ただし書の規定により，次のとおり共通投票所を開く（閉

じる）時刻を繰り上げ（繰り下げ）たので，同法第41条の２第６項の規定により読み

替えて準用される同法第40条第２項の規定により届け出ます。

適用の別 恒久適用 一時適用

選挙の種類及び期日

共通投票所名 投票所を開く時刻 投票所を閉じる時刻

繰上げ（繰下げ）理由

備考 「選挙の種類及び期日」欄の記載は，恒久適用の場合にあっては不要である。
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様
式
第
二
十
五
号
中
「
（投

票
所

」
を
「
（投

票
所

（共
通

投
票

所

）」
に
、
「
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
（
第
四
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
同
法
第
四
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
）
の

「

規
定
に
よ
り
」
に
、「
の
投
票
所
」
を
「
の
投
票
所
（
共
通
投
票
所
）」
に
、

投

票

区

名

施
設
の
名
称

投
票
所
を
開
く
時
刻

投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻

備

考

を
」

「

投

票

区

名

投
票
所
（
共
通
投
票

投
票
所
（
共
通
投
票
所
）

施
設
の
名
称

備

考

に
改
め
る
。

（
共
通
投
票
所
名
）

所
）
を
開
く
時
刻

を

閉

じ

る

時

刻

」

様
式
第
二
十
六
号
中
「投

票
所

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

」
を
加
え
、「第

3
3条

の
６

」
を
「第

3
3条

の
８

」
に
改
め
、「投

票
区

投
票

管
理

者

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

投
票

管
理

者

」
を
加
え
、「第

，
，

4
8条

の
２

第
３

項

」
を
「第

4
1条

の
２

第
６

項
（第

4
8条

の
２

第
６

項

）」
に
改
め
る
。

「

「

様
式
第
二
十
七
号
中
「
（投

票
所

」
の
次
に
「
（共

通
投

票
所

）」
を
、「
の
投
票
所
」
の
下
に
「
（
共
通
投
票
所
）」
を
加
え
、

投

票

区

名

を

投
票
区
名
（
共
通
投
票
所
名
）

」

」

に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
八
号
中
「
（投

票
所

」
の
次
に
「
（共

通
投

票
所

）
」
を
、
「
の
投
票
所
」
の
下
に
「
（
共
通
投
票
所
）
」
を
、
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
第
四
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

「

「

投

票

区

名

て
準
用
さ
れ
る
同
法
第
四
十
一
条
第
二
項
）」
を
加
え
、

投

票

区

名

を

に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

（
共
通
投
票
所
名
）

」

」

平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号



告
示
第

号

年

月

日
執
行
の

選
挙
に
お
け
る

共
通
投
票
所
に
つ
い

て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
開
か
な

い
（

時

分
に
閉
じ
る
）
こ
と
と
す
る
。

年

月

日

市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

様式第28号の２（共通投票所を開かない（閉じる）場合の告示）（第33条の３関係）
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様式第28号の３（共通投票所を開かない（閉じる）場合の通知）（第33条の３関係）

第 号

年 月 日

共通投票所投票管理者（開票管理者）

殿

市区町村選挙管理委員会委員長 印

共通投票所を開かない（閉じる）ことについて（通知）

年 月 日執行の 選挙における

共通投票所について，公職選挙法（昭和25年法律第100号）第41条の２第３

項の規定により開かない（ 時 分に閉じる）こととしたので，公職選挙法施行

令（昭和25年政令第89号）第49条の規定により通知します。
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様
式
第
三
十
号
中
「第

3
3条

の
８

」
を
「第

3
3条

の
1
0

」
に
改
め
、「投

票
所

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

,

」
を
加
え
る
。

様
式
第
三
十
一
号
中
「

投
票

区

」
を
「投

票
区

（共
通

投
票

所

）
」
に
、
「か

ぎ

」
を
「鍵

」
に
改
め
、「投
票

録

」
の
次
に
「
（共

通
投

票
所

投
票

録

）」
を
、「投

票
所

」
の
次
に
「
（共

通
投

票

所
）」
を
加
え
る
。

様
式
第
三
十
二
号
中
「第

3
3条

の
1
0

」
を
「第

3
3条

の
1
2

」
に
改
め
、「投

票
区

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

」
を
加
え
る
。

，

様
式
第
三
十
三
号
中
「第

3
3
条

の
1
2

」
を
「第

3
3条

の
1
4

」
に
改
め
、
「投

票
所

（
」
の
次
に
「共

通
投

票
所

」
を
加
え
、
「期

日
前

投
票

所
で

」
を
「投

票
所

共
通

投
票

所
又

は
期

日
前

投
票

所
で

」
に
改

，
，

め
る
。

様
式
第
三
十
四
号
中
「第

3
3条

の
1
2

」
を
「第

3
3条

の
1
4

」
に
改
め
、「投

票
所

（
」
の
次
に
「共
通

投
票

所

」
を
加
え
る
。

，

「

「

施

設

の

名

称

繰

延

投

票

期

日

施

設

の

名

称

様
式
第
三
十
九
号
中
「の

期
日

」
を
削
り
、

を

に
改
め
、
様
式
第
三
十
九
号
の
次
に
次

」

」

の
二
様
式
を
加
え
る
。

平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号



告
示
第

号

年

月

日
執
行
の

選
挙
に
お
け
る
次
の
投
票
区
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
延
投
票
の
期
日
を
次
の
と

お
り
定
め
る
。

年

月

日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

市

区

町

村

名

投

票

区

名

施

設

の

名

称

繰
延
投
票
期
日

様式39号の２（繰延投票の期日の告示）（第33条関係）
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様式第39号の３（繰延投票の通知）（第33条関係）

第 号

年 月 日

投票管理者

開票管理者 殿

選 挙 長

市区町村選挙管理委員会委員長 印

投票期日の繰延べについて

年 月 日執行の 選挙における

投票区において投票の期日を繰り延べることとしたので（投票の期日を繰り

延べることとした旨県選挙管理委員会から通知があったので），公職選挙法施行令（昭

和25年政令第89号）第48条第１項（第２項）の規定により通知します。
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様
式
第
四
十
号
中
「繰

延
投

票
の

」
の
次
に
「期

日
の

」
を
加
え
、
「投

票
期

日
の

繰
延

べ

」
を
「繰

延
投

票
の

期
日

」
に
、
「投

票
の

期
日

を
次

の
と

お
り

繰
り

延
べ

た

」
を
「繰

延
投

票
の

期
日

を
次

の
と

お

り
定

め
た

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
号
の
二
か
ら
様
式
第
四
十
号
の
四
ま
で
の
規
定
中
「第

3
3条

の
２

」
を
「第

3
3条

の
４

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
号
の
五
か
ら
様
式
第
四
十
号
の
七
ま
で
の
規
定
中
「第

33
条

の
３

」
を
「第

3
3条

の
５

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
号
の
八
中
「第

3
3条

の
６

」
を
「第

3
3条

の
８

」
に
、「
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
号
の
九
中
「第

3
3条

の
７

」
を
「第

3
3条

の
９

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
号
の
十
中
「第

3
3条

の
７

」
を
「第

3
3条

の
９

」
に
、「
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
号
の
十
二
中
「第

3
3条

の
1
0

」
を
「第

3
3条

の
1
2

」
に
、「か

ぎ

」
を
「鍵

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
四
十
号
の
十
六
と
す
る
。

様
式
第
四
十
号
の
十
一
中
「第

3
3条

の
1
0

」
を
「第

3
3条

の
1
2

」
に
、「か

ぎ

」
を
「鍵

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
四
十
号
の
十
五
と
す
る
。

様
式
第
四
十
号
の
十
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。
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告
示
第

号

年

月

日
執
行
の

選
挙
に
お
け
る

期
日
前
投
票
所
に
つ

い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
開
か

な
い
（

年

月

日

時

分
に
閉
じ
る
）
こ
と
と
す
る
。

年

月

日

市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

様式第40号の11（期日前投票所を開かない（閉じる）場合の通知）（第33条関係の９関係）
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告
示
第

号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
開
か
な
い

こ
と
と
し
た
（

年

月

日

時

分
に
閉
じ
た
）

年

月

日
執
行
の

選
挙
に
お
け
る

期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
、

年

月

日

時

分
か
ら
開
く
こ
と
と
す
る
。

年

月

日

市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

様式第40号の12（期日前投票所を開く場合の告示）（第33条の９関係）
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様式第40号の13（期日前投票所を開かない（閉じる）場合の通知）（第33条の９関係）

第 号

年 月 日

期日前投票所投票管理者（開票管理者）

殿

市区町村選挙管理委員会委員長 印

期日前投票所を開かない（閉じる）ことについて（通知）

年 月 日執行の 選挙における

期日前投票所について，公職選挙法（昭和25年法律第100号）第48条の２第

３項の規定により開かない（ 年 月 日 時 分に閉じる）こととした

ので，公職選挙法施行令（昭和25年政令第89号）第49条の９の規定により通知します。
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様式第40号の14（期日前投票所を開く場合の通知）（第33条の９関係）

第 号

年 月 日

期日前投票所投票管理者（開票管理者）

殿

市区町村選挙管理委員会委員長 印

期日前投票所を開くことについて（通知）

公職選挙法（昭和25年法律第100号）第48条の２第３項の規定により開かないこと

とした（ 年 月 日 時 分に閉じた） 年 月 日執行の

選挙における 期日前投票所について，

年 月 日 時 分から開くこととしたので，公職選挙法施行令（昭和

25年政令第89号）第49条の９の規定により通知します。
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様
式
第
六
十
一
号
中
「か

ぎ

」
を
「

鍵

」
に
、「か

ぎ

」
を
「鍵

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

一
以
上
の
市
町
村
等

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

の
区
域
を
単
位
と
し

届
出
年
月
日

て
設
け
ら
れ
る
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
十
六
支
部

三

木

亮

治

西

﨑

和

良

岡
山
市
中
区
藤
原
西
町
一－

二－

五－

一

○

平
成
二
九
・

三
・

九

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
二
十
五
支
部

千

間

勝

己

小

田

求

〃

南
区
妹
尾
一
八
三
六－

一

○

〃

三
・
一
〇

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

小
郷
昌
一
後
援
会

小

郷

昌

一

小

郷

昌

一

新
見
市
哲
多
町
荻
尾
七
四
二

平
成
二
九
・

三
・

一

谷
本
彰
良
後
援
会

森

下

太

郎

杉

井

和

子

真
庭
市
久
世
二
三
一
二－

二

〃

三
・

七

美
咲
町
に
新
風
を
送
る
会

小

島

洋

征

小

島

洋

征

久
米
郡
美
咲
町
原
田
二
一
八
二－

二

〃

三
・
一
三

み
ま
さ
か
・
幸
せ
づ
く
り
の
会

窪

田

功

船

曳

元

子

美
作
市
河
内
二
九
一－

一

〃

三
・

九

若
林
順
一
後
援
会

若

林

順

一

若

林

順

一

赤
磐
市
惣
分
八
九

〃

三
・

六
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市

柳

井

弘

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
大
元
一－

一
三－

一
二

岡
山
市
北
区
西
古
松
二
三
七－

一
二
六

平
成
二
九
・

二
・

一

第
二
十
二
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市

藤

田

文

雄

代
表
者
の
氏
名

藤

田

文

雄

佐

藤

真

治

平
成
二
八
・
一
一
・
一
三

南
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
宅
建
支

山

上

健

一

会
計
責
任
者
の
氏
名

秋

山

昭

憲

有

森

健

児

〃

五
・
二
四

部日
本
共
産
党
岡
山
地
区
委
員

矢

引

亮

介

代
表
者
の
氏
名

矢

引

亮

介

垣

内

京

美

平
成
二
九
・

二
・
二
六

会
二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

明
日
の
笠
岡
を
創
る
会

小

林

嘉

文

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

笠
岡
市
四
番
町
三－

二
〇

笠
岡
市
美
の
浜
六－

一
九

平
成
二
八
・

七
・

一

池
田
一
二
三
後
援
会

妹

尾

ふ
み
子

〃

新
見
市
哲
西
町
矢
田
三
九
三
四

新
見
市
高
尾
二
四
六
八－

一
三

平
成
二
九
・

一
・
一
〇

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

加

藤

博

真

鍋

美
佐
子

平
成
二
八
・
一
二
・
一
八

伊
澤
誠
後
援
会

伊

澤

誠

代
表
者
の
氏
名

伊

澤

誠

山

本

紀

平

平
成
二
九
・

一
・

一

石
田
み
の
る
元
気
会

平

利

一

〃

平

利

一

武

田

彰

夫

〃

三
・
一
〇

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

渡

辺

勉

平

利

一

〃

〃

伊
東
か
お
り
後
援
会

村

山

正

則

〃

鎌

田

賴

靖

中

田

友

楠

〃

三
・

一

伊
東
か
お
り
サ
ポ
ー
タ
ー
ク

伊

東

香

織

〃

鎌

田

賴

靖

中

田

友

楠

〃

〃
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ラ
ブ

岡
山
県
司
法
書
士
政
治
連
盟

松

﨑

寛

〃

人

見

一

兒

島

隆

朗

〃

三
・
二
五

岡
山
県
美
容
政
治
連
盟

中

嶋

實

人

〃

平

槇

智
惠
子

廣

本

家

子

〃

三
・
二
三

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
北

三

宅

穣

次

代
表
者
の
氏
名

三

宅

穣

次

松

本

正

幸

平
成
二
八
・

七
・

七

支
部

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

岡

本

宗

慈

雲

岡

晃

紀

〃

〃

岡
山
未
来
政
治
研
究
会

藤

田

文

雄

代
表
者
の
氏
名

藤

田

文

雄

佐

藤

真

治

〃

一
一
・
一
二

岡
り
つ
後
援
会

岡

照

栄

〃

岡

照

栄

岡

護

平
成
二
九
・

三
・
二
九

小
阪
四
郎
後
援
会

芦

田

健

〃

芦

田

健

菅

原

忠

〃

三
・
二
〇

形
井
ま
ど
か
後
援
会

小

窪

泰

輔

〃

小

窪

泰

輔

井

伊

敏

夫

〃

三
・
二
五

片
山
虎
之
助
岡
山
後
援
会

伊
原
木

一

衛

会
計
責
任
者
の
氏
名

西

岡

和

哉

前

坂

匡

紀

〃

二
・
二
八

環
整
連
政
治
連
盟
岡
山
県
支

乘

藤

愼

吾

代
表
者
の
氏
名

乘

藤

愼

吾

平

井

覚

〃

二
・
二
四

部倉
敷
市
を
ま
す
ま
す
元
気
に

村

山

正

則

会
計
責
任
者
の
氏
名

鎌

田

賴

靖

中

田

友

楠

〃

三
・

一

す
る
会

黒
川
や
す
し
後
援
会

成

清

勝

己

代
表
者
の
氏
名

成

清

勝

己

原

田

康

平

平
成
二
八
・

九
・

一

幸
福
実
現
党
岡
山
東
備
後
援

浅

山

ひ
ろ
恵

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
沖
二
七
二－

四

岡
山
市
東
区
城
東
台
南
一－

一
六－

一
〇

平
成
二
九
・

三
・

七

会〃

〃

代
表
者
の
氏
名

浅

山

ひ
ろ
恵

菅

生

博

英

〃

〃

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

浅

山

ひ
ろ
恵

川

口

和

美

〃

〃

幸
福
実
現
党
倉
敷
中
央
後
援

石

田

勝

博

〃

横

山

桂

子

濱

田

弥

生

〃

三
・

四

会幸
福
実
現
党
津
山
後
援
会

三

島

章

宏

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
加
茂
町
小
中
原
一
四
五－
一
一

津
山
市
中
北
下
一
七
五
〇－

一

〃

二
・

一

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

三

島

章

宏

實

成

繁

〃

〃

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

片

沼

淳

浅

山

弘

美

平
成
二
八
・

八
・

一
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小
河
俊
文
後
援
会

小

河

俊

文

代
表
者
の
氏
名

小

河

俊

文

山

本

耕

祐

平
成
二
九
・

三
・
一
〇

小
林
よ
し
ふ
み
後
援
会

早

川

信

義

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

笠
岡
市
四
番
町
三－

二
〇

笠
岡
市
美
の
浜
六－

一
九

平
成
二
八
・

七
・

一

定
本
一
友
後
援
会

大

原

真

一

代
表
者
の
氏
名

大

原

真

一

黒

瀬

多
久
衛

平
成
二
九
・

三
・
一
七

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

定

本

教

児

杉

史

生

〃

〃

信
念

想
い
を
カ
タ
チ
に

千

田

昌

寛

〃

岡

浩

司

小

川

和

将

〃

二
・
二
八

末
菅
み
つ
え
後
援
会

大

谷

康

彦

代
表
者
の
氏
名

大

谷

康

彦

山

本

菊
太
郎

平
成
二
八
・
一
二
・
一
三

生
活
排
水
対
策
協
議
会

八

田

富

夫

会
計
責
任
者
の
氏
名

藤

原

昌

弘

武

村

良

夫

平
成
二
九
・

二
・
一
七

武
見
敬
三
岡
山
県
後
援
会

石

川

紘

〃

大

原

利

憲

神

﨑

寛

子

平
成
二
八
・

七
・
二
四

土
田
正
雄
後
援
会

土

田

正

雄

〃

三

好

節

雄

三

好

啓

介

〃

四
・

一

中
山
忠
明
後
援
会

岡

本

善

弘

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

美
作
市
林
野
三
一
七－

四

美
作
市
林
野
三
一
七－

二

平
成
二
九
・

二
・
二
八

な
ん
ば
孝
一
後
援
会

阪

井

繁

代
表
者
の
氏
名

阪

井

繁

山

岡

武

志

〃

三
・
一
〇

西
島
英
利
岡
山
県
後
援
会

石

川

紘

会
計
責
任
者
の
氏
名

大

原

利

憲

神

﨑

寛

子

平
成
二
八
・

七
・
二
四

ビ
ジ
ョ
ン
２
１

齋

藤

武
次
郎

〃

齋

藤

武
次
郎

齋

藤

寿

美

平
成
二
九
・

三
・

七

藤
原
ゆ
き
て
る
後
援
会

原

賢

二

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

玉
野
市
田
井
四－

三
九－

五

玉
野
市
田
井
四－

四
〇－

三

〃

三
・
二
八

布
野
浩
子
後
援
会

万

代

郁

男

代
表
者
の
氏
名

万

代

郁

男

万

代

人

士

〃

一
・

八

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

万

代

京

子

万

代

人

士

〃

〃

牧
田
と
し
か
ず
後
援
会

牧

田

俊

一

政
治
団
体
の
名
称

牧
田
と
し
か
ず
後
援
会

牧
田
俊
一
後
援
会

〃

三
・

四

万
殿
紘
行
後
援
会

万

殿

凉

子

代
表
者
の
氏
名

万

殿

凉

子

倉

地

清

〃

三
・

一

未
来
の
笠
岡
を
創
る
会

山

本

聡

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

笠
岡
市
四
番
町
三－

二
〇

笠
岡
市
美
の
浜
六－

一
九

平
成
二
八
・

七
・

一

や
な
い
弘
後
援
会

柳

井

弘

〃

岡
山
市
北
区
大
元
一－

一
三－

一
二

岡
山
市
北
区
西
古
松
二
三
七－

一
二
六

平
成
二
九
・

二
・

一

亮

伸

会

三

木

亮

治

会
計
責
任
者
の
氏
名

西

崎

和

良

佐

野

清

治

平
成
二
八
・
一
二
・
二
八

渡
辺
吉
幸
後
援
会

山

田

克

惟

代
表
者
の
氏
名

山

田

克

惟

菅

原

忠

〃

四
・

五
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
南
区
第
一
支
部

藤

田

文

雄

平
成
二
八
・
一
二
・
三
一

民
主
党
岡
山
県
第
１
区
総
支
部

柚

木

道

義

平
成
二
九
・

二
・
二
八

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

明
る
い
未
来
創
造
の
会

戸

室

敦

雄

平
成
二
八
・

四
・
一
〇

井
口
勇
後
援
会

渡

辺

幸

男

〃

一
二
・
二
〇

磯
田
寿
康
後
援
会

磯

田

寿

康

平
成
二
九
・

三
・
一
三

岡
山
未
来
政
治
研
究
会

藤

田

文

雄

平
成
二
八
・
一
二
・
三
一

小
原
ま
さ
お
後
援
会

小

川

正

之

平
成
二
九
・

二
・
二
八

お
も
だ
照
雄
後
援
会

大

原

公

仁

〃

三
・

一

金
藤
照
明
後
援
会

金

藤

照

明

〃

三
・
一
三

草
地
秀
育
後
援
会

草

地

秀

育

平
成
二
八
・
一
二
・
一
五

草
地
博
之
後
援
会

草

地

博

之

〃

一
二
・
三
一

桑
山
博
之
後
援
会

黒

瀬

通

弘

〃

〃

さ
と
う
し
ん
じ
後
援
会

西

康

宏

〃

〃

さ
と
う
の
ぶ
よ
し
後
援
会

佐

藤

宣

義

〃

〃

「
し
あ
わ
せ
大
国
・
つ
や
ま
」
を
実
現
す
る
会

金

田

長

之

〃

〃

住
み
良
い
岡
山
を
作
る
会

鹿

島

国

弘

平
成
二
九
・

三
・
一
三

平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号平成２９年４月２８日　岡山県公報　第１１８８４号



妹
尾
直
言
後
援
会

山

室

浩

一

平
成
二
八
・
一
一
・

一

妹
尾
の
ぼ
る
後
援
会

大

田

登

〃

一
二
・
三
一

武
見
敬
三
岡
山
県
後
援
会

石

川

紘

平
成
二
九
・

三
・
二
二

玉
野
市
政
を
考
え
る
会

美

馬

伸

久

平
成
二
八
・
一
二
・
三
一

難
波
英
夫
後
援
会

秋

庭

信

行

〃

〃

西
島
英
利
岡
山
県
後
援
会

石

川

紘

平
成
二
九
・

三
・
二
二

西
森
よ
り
お
後
援
会

髙

階

重

行

〃

二
・
二
八

ひ
な
み
克
己
後
援
会

坂

手

治

郎

〃

三
・
一
五

松
浦
け
ん
じ
後
援
会

中

山

悍

慈

〃

一
・
二
四

山
口
康
史
後
援
会

大

橋

作

彌

平
成
二
八
・
一
二
・
三
一
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

資
金
管
理
団
体
の
届

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

出
を
し
た
者
の
氏
名

小

林

嘉

文

明
日
の
笠
岡
を
創
る
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

笠
岡
市
四
番
町
三－

二
〇

笠
岡
市
美
の
浜
六－

一
九

平
成
二
八
・

七
・

一

柳

井

弘

や
な
い
弘
後
援
会

〃

岡
山
市
北
区
大
元
一－

一
三－

一
二

岡
山
市
北
区
西
古
松
二
三
七－

一
二
六

平
成
二
九
・

二
・

一
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で

出
を
し
た
者
の
氏
名

な
く
な
っ
た
年
月
日

磯

田

寿

康

磯
田
寿
康
後
援
会

平
成
二
九
・

三
・
一
三

金

藤

照

明

金
藤
照
明
後
援
会

〃

〃

佐

藤

真

治

岡
山
未
来
政
治
研
究
会

平
成
二
八
・
一
一
・
一
二

佐

藤

宣

義

さ
と
う
の
ぶ
よ
し
後
援
会

〃

一
二
・
三
一
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
降
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。
）
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
政
治
団
体
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

石
田
し
げ
き
後
援
会

木

村

智

明

石

田

昭

平

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
二
四
三
三－

三

石
田
よ
し
お
後
援
会

上

岡

實

伊

藤

征

二

高
梁
市
成
羽
町
成
羽
二
六
八
七－

一

伊
東
ゆ
う
き
後
援
会

吉

田

裕

紀

伊

東

直

樹

倉
敷
市
児
島
味
野
一－

七－

九

岡
山
新
政
策
研
究
所

小

林

健

伸

内

藤

富
士
子

岡
山
市
東
区
楢
原
五
一
〇

岡

山

皇

会

小

川

政

則

池

上

常

明

〃

南
区
福
富
東
二－

三
〇－

七

倉
敷
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

矢

野

秀

典

三

村

英

世

倉
敷
市
山
地
三
四
三－

一

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
研
究
所

綾

大

介

綾

伸

介

岡
山
市
南
区
東
畦
五
九－

二
六

斉
藤
重
雄
後
援
会

高

木

隆

男

斉

藤

重

雄

笠
岡
市
山
口
一
六
一
三

人
海
総
合
政
策
研
究
所

佐

藤

人

海

佐

藤

由
美
子

岡
山
市
南
区
妹
尾
二
二
六

高
谷
茂
男
後
援
会

山

本

泰

久

久
米
田

眞

志

〃

北
区
奉
還
町
二－

一
三－

四

日
本
の
美
し
い
山
河
を
守
る
会

二

宮

治

文

二

宮

治

文

〃

〃

御
津
宇
甘
六
八
三

橋
本
茂
の
ぞ
み
会

橋

本

茂

川

西

岸

夫

総
社
市
秦
二
八
一
八－

一

山
田
誠
後
援
会

荒

砂

昭

男

岩

本

吉

弘

津
山
市
宮
尾
四
二
三
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
三
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
猟
銃
等
講
習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所

講

習

課

程

開

催

年

月

日

開
催
時
刻

開

催

場

所

初
心
者
講
習

平
成
二
十
九
年

午
前
十
時

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

課
程

七
月
十
二
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

平
成
二
十
九
年

午
前
十
時

九
月
十
一
日

経
験
者
（
更

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

津
山
市
林
田
七
七

新
）
講
習
課

七
月
四
日

津
山
警
察
署

程

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

真
庭
市
江
川
八
二
一－

一

七
月
十
九
日

真
庭
警
察
署

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

岡
山
市
北
区
野
殿
東
町
二－
一
○

七
月
三
十
日

岡
山
西
警
察
署

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

八
月
二
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七－

一

八
月
九
日

高
梁
警
察
署

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

八
月
三
十
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

津
山
市
林
田
七
七

九
月
六
日

津
山
警
察
署

平
成
二
十
九
年

午
後
一
時

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

九
月
二
十
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)
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写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前
（
そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当

該
休
日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

三

受
講
手
数
料

初
心
者
講
習
課
程

六
千
八
百
円

経
験
者
（
更
新
）
講
習
課
程

三
千
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数
で
あ

る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る
こ
と

と
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
四
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
九
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

開
催
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日
（
金
）

岡
山
市
北
区
内
山
下
二－

四－

六

午
前
十
時

岡
山
県
警
察
本
部
会
計
課
分
室
（
県
庁
地
下
）

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
五
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
九
日
（
金
）

午
前
十
時

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前

三

受
講
手
数
料

九
千
七
百
円
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（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
会
の
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数

で
あ
る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る

こ
と
と
す
る
。
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
平
成
二
十
九
年
度
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
繁
殖
保

護
を
図
る
た
め
、
水
産
動
物
の
採
捕
の
禁
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

禁
止
す
る
漁
業
の
種
類

か
に
す
く
い
網
漁
業

二

禁
止
区
域

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
か
ら
玉
野
市
出
崎
ま
で
の
岡
山
県
海
面

三

禁
止
期
間

七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

四

適
用
除
外

こ
の
指
示
は
、
試
験
研
究
、
教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗
（
種
卵
を
含
む
。
）
の
供
給
（
自

給
を
含
む
。
）
（
以
下
「
試
験
研
究
等
」
と
い
う
。
）
の
た
め
の
水
産
動
物
の
採
捕
に
つ
い
て
当
委
員

会
に
届
け
出
た
者
が
行
う
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

五

指
示
の
有
効
期
間

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
十
日
ま
で
（
三
年
間
）
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
平
成
二
十
九
年
度
第
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
繁
殖
保

護
を
図
る
た
め
、
水
産
動
物
の
採
捕
の
禁
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

禁
止
す
る
水
産
動
物
の
種
類

が
ざ
み
（
わ
た
り
が
に
）
。
た
だ
し
、
全
甲
幅
一
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。

二

禁
止
す
る
漁
法

全
て
の
漁
法

三

禁
止
区
域

岡
山
県
海
面

四

禁
止
期
間

八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

五

適
用
除
外

こ
の
指
示
は
、
試
験
研
究
、
教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗
（
種
卵
を
含
む
。
）
の
供
給
（
自

給
を
含
む
。
）
（
以
下
「
試
験
研
究
等
」
と
い
う
。
）
の
た
め
の
水
産
動
物
の
採
捕
に
つ
い
て
当
委
員

会
に
届
け
出
た
者
が
行
う
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

六

指
示
の
有
効
期
間

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
十
日
ま
で
（
三
年
間
）
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